自然体験交流センター　活動展開例
	№

Ⅰ-３
	活動名
	ネイチャーゲーム
	対　　象
	幼児以上
	活動可能人数
	80人

	
	
	
	所要時間
	30分以上
	活動場所
	多目的広場　他

	準備物
	個　人・学　校
	セ　　ン　　タ　　ー

	
	筆記用具（必要な活動のみ）
	各ゲームで使う道具等


	活　　動　　内　　容
	時間

（分）
	留　　意　　点

	１　ネイチャーゲームの目的や内容を知る。
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２　ネイチャーゲームを体験する。

1 各活動の説明を聞き、体験する。
2 活動が終わったら振り返りを行い、自然への気付きを深める。

· 活動可能な時間によって、数種類の活動を組み合わせながら行う。

· 人数が多い場合には、指導者を複数つけて、ローテーションをしながら数種類の活動を行う。
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	○自然の中で活動するので、うるし・へび・ハチ等に注意させる。
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　ネイチャーゲームの目的は「自然への気付き」です。「自然への気付き」とは、様々な感覚で自然を感じ、心と体で直接自然を体験する事によって、自然と自分が一体であることに気付くことです。





　ネイチャーゲームの例


★動物交差点


　　自分の背中に付けられた生き物が何か、周りの人たちに質問しながら当てるゲームです。


　　生き物たちの生態や特徴について興味を持たせるきっかけになるゲームです。


★カモフラージュ


　　ロープに沿って自然の中に置かれた人工物を探し出す事によって、ひとりでに観察力が身についてしまうゲームです。


★コウモリとガ


　　コウモリが超音波を出して獲物の位置を把握し捕食している事を、実際に体験しながら楽しく学ぶゲームです。


　　自然の中の「食う食われる」という厳しい関係に気付かせる事ができるゲームです。


★いねむりおじさん


　　しのび足で気配を消して歩き、気付かれないように宝物を取り返すゲームです。　　


耳の感覚を敏感にし、自然の音に気付かせるきっかけを作る事ができるゲームです。
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コウモリとガの様子





�


カモフラージュの様子





�


動物交差点の様子
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